
将
来
は
学
問
領
域
に

安達千波矢氏ｉｎｔｅｒｖｉｅｗＯＰＥＲＡセンター長
　
―
現
在
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の

主
な
研
究
内
容
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

　
「
有
機
半
導
体
レ
ー
ザ
ー

な
ど
の
発
光
デ
バ
イ
ス
を
柱

に
、
太
陽
電
池
や
蓄
光
、
蓄

電
デ
バ
イ
ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
デ
バ
イ
ス
の
基
礎
研

究
を
進
め
て
い
る
。
曲
が
っ

た
り
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

デ
バ
イ
ス
な
ど
の
応
用
研
究

も
進
め
て
い
る
」

　
―
課
題
は
。

　
「
最
先
端
研
究
開
発
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
熱
活
性
化

遅
延
蛍
光
材
料
で
成
果
を
出

し
た
。
製
品
化
に
つ
い
て
は

企
業
の
出
番
だ
。
今
後
は
発

光
に
限
ら
ず
発
電
や
蓄
電
な

ど
の
研
究
に
も
力
を
入
れ

る
。
有
機
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

有
機
と
無
機
を
組
み
合
わ
せ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
」

　
―
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
に
対
す
る
期
待
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

　
「
有
機
物
は
組
み
合
わ
せ

で
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。

将
来
は
一
つ
の
学
問
領
域
に

発
展
さ
せ
た
い
。
ハ
イ
リ
ス

ク
な
部
分
に
は
大
学
が
取
り

組
み
、
ロ
ー
リ
ス
ク
は
企
業

が
担
当
し
て
一
緒
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。
分
子

設
計
か
ら
デ
バ
イ
ス
物
理
ま

で
包
括
的
に
研
究
を
進
め
る

こ
と
で
、
未
来
の
サ
イ
エ
ン

ス
を
開
拓
し
て
い
く
」

　
九
州
大
学
で
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

研
究
が
進
展
し
て

い
る
。
け
ん
引
す
る
の
は
九
州
大
学
最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン

タ
ー

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
、
福
岡
市
西
区

。
安
達
千
波
矢
セ
ン
タ
ー
長
を
中
心
に
、
材

料
開
発
や
新
規
デ
バ
イ
ス
創
出
、
プ
ロ
セ
ス
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ

ま
で
に
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
着
実
に
成
果
を
上
げ
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

採
択
さ
れ
た
。
基
礎
研
究
を
事
業
化
に
つ
な
げ
る
産
学
官
連
携
も
進
ん
で
い
る
。

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
成
果
企
業
・
研
究
機
関
が
連
携

ＯＰＥＲＡの研究棟

開発した有機ＥＬパネル

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
研
究
棟
材
料
開
発
か
ら
評
価
ま
で

人
材
育
成
に
も
注
力
即
戦
力
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を

ＯＰＥＲＡの合成室

研究棟入口には円形の有機ＥＬディスプレー

次世代の有機エレクトロニクスを開拓最先端有機光エレクトロニクス研究センター（ＯＰＥＲＡ）
（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １１月２８日 金曜日 　　

　
安
達
セ
ン
タ
ー
長
は
、
国

の
「
最
先
端
研
究
開
発
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

プ
ロ
グ
ラ
ム

」
で
２
０
０

９
年
度
か
ら

年
度
に
か
け

て
「
ス
ー
パ
ー
有
機
Ｅ
Ｌ
デ

バ
イ
ス
と
そ
の
革
新
的
材
料

へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
を
行
っ
た
。
世
界
の
ト
ッ

プ
を
目
指
す
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
選
ば
れ
た
の
は
全
国
で

テ
ー
マ
。
こ
れ
ま
で
に
実
用

化
さ
れ
て
い
る
第
一
世
代
の

蛍
光
材
料
、
第
二
世
代
の
リ

ン
光
材
料
に
次
ぐ
第
三
世
代

の
有
機
Ｅ
Ｌ
材
料
の
開
発
、

実
用
化
を
目
指
し
た
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
と
は
電
気
を
流

す
と
発
光
す
る
有
機
化
合
物

を
利
用
し
た
仕
組
み
。
開
発

し
た
材
料
は
、
イ
リ
ジ
ウ
ム

な
ど
の
希
少
金
属

レ
ア
メ

タ
ル

を
使
わ
な
い
た
め
コ

ス
ト
が
比
較
的
安
価
で
あ
る

こ
と
と
発
光
効
率
が
高
い
こ

と
が
特
徴
だ
。
従
来
の
有
機

Ｅ
Ｌ
で
は
光
で
は
な
く
熱
に

変
わ
る
電
流
も
あ
る
。
電
流

を
い
か
に
高
い
割
合
で
光
に

変
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

消
費
電
力
が
少
な
い
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
や
照
明
の
開
発
に
つ

な
が
る
。

　

年
に
有
機
Ｅ
Ｌ
の
次
世

代
材
料
を
開
発
し
て
取
り
組

み
を
加
速
。

年
度
に
入

り
、
発
光
効
率
１
０
０
％
の

有
機
Ｅ
Ｌ
素
子
を
開
発
し

た
。
蛍
光
材
料
と
熱
活
性
化

遅
延
蛍
光

Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｆ

材

料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
損
失
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
移
動
を
実
現
し
た
。
蛍
光

材
料
は
電
気
的
安
定
性
が
高

い
た
め
高
効
率
、
高
耐
久
性

を
両
立
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
い
う
。

　
研
究
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
集

ま
っ
た
幅
広
い
連
携
が
特

徴
。

社
、

研
究
機
関
が

参
加
し
、
約
２
０
０
人
が
か

か
わ
っ
た
。
企
業
は
各
社
１

―
３
人
の
研
究
者
を
セ
ン
タ

ー
に
派
遣
し
た
。
企
業
の
ほ

と
ん
ど
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
以

前
か
ら
安
達
セ
ン
タ
ー
長
と

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
は
手
続
き
を
は
じ

め
、
企
業
別
の
取
り
組
み
だ

っ
た
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
に
よ

っ
て
取
り
組
み
が
一
本
化
で

き
研
究
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
た
。
化
学
、
電
気
、
装
置

の
専
門
家
が
集
ま
り
、
相
互

理
解
を
深
め
な
が
ら
研
究
を

進
め
た
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
の
期
間
中
、

あ
っ
た
研
究
の
サ
ブ
テ
ー

マ
を
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｆ
材
料
の
開
発

に
集
約
す
る
計
画
変
更
を
行

っ
た
。
研
究
者
に
よ
っ
て
は

大
幅
な
テ
ー
マ
変
更
を
伴
っ

た
が
資
源
を
集
中
し
て
研
究

を
加
速
し
た
。

　
研
究
と
並
行
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
知
的
財
産
権
の
管

理
は
専
門
グ
ル
ー
プ
が
戦
略

的
に
行
い
、
約
１
０
０
件
の

特
許
を
取
得
し
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
推
進
す
る
た
め
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ａ
が
発
足
し
た
の
は

年

４
月
。
九
大
の
研
究
者
だ
け

で
な
く
京
都
大
学
や
千
葉
大

学
な
ど

大
学
と
国
内
企
業

社
が
参
加
。
産
学
連
携
の

体
制
が
整
っ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
主
な
開
発
テ

ー
マ
は
有
機
Ｅ
Ｌ
の
材
料
、

製
法
、
使
用
製
品
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
チ
ー

ム
を
組
ん
で
い
る
。
各
チ
ー

ム
の
開
発
は
同
時
並
行
で
進

み
、
必
要
に
応
じ
て
連
携
す

る
。
各
研
究
者
は
材
料
か
ら

使
用
製
品
ま
で
の
開
発
状
況

を
見
通
す
こ
と
が
で
き
、
テ

ー
マ
を
超
え
た
意
見
交
換
が

で
き
る
の
が
セ
ン
タ
ー
の
メ

リ
ッ
ト
だ
。

　
製
法
で
は
湿
式

ウ
エ
ッ

ト
プ
ロ
セ
ス

と
乾
式

ド

ラ
イ
プ
ロ
セ
ス

の
両
方
の

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
乾
式
で
は
高
精
細
画
像

の
表
示
装
置
の
製
法
開
発

を
、
湿
式
で
は
大
型
表
示
装

置
を
安
く
つ
く
る
方
法
の
開

発
を
そ
れ
ぞ
れ
目
指
し
た
。

製
法
に
関
し
て
は
印
刷
技
術

の
応
用
に
も
取
り
組
ん
だ
。

製
品
劣
化
の
仕
組
み
の
解
析

も
行
い
、
劣
化
を
抑
え
る
製

法
も
開
発
し
て
い
る
。

　
製
品
と
し
て
は
液
体
有
機

Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
曲
げ

ら
れ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど

を
開
発
テ
ー
マ
と
し
た
。
液

体
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

は
、
発
光
体
を
劣
化
に
応
じ

て
入
れ
替
え
る
こ
と
で
画
質

の
劣
化
を
防
げ
る
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。

　

年

月
に
は
伊
都
キ
ャ

ン
パ
ス

福
岡
市
西
区

に

最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
研
究
棟
を
開
所
。
有

機
Ｅ
Ｌ
の
表
示
パ
ネ
ル
や
照

明
、
太
陽
光
発
電
素
子
の
研

究
開
発
機
能
が
強
化
さ
れ

た
。
材
料
開
発
か
ら
デ
バ
イ

ス
評
価
ま
で
一
貫
し
て
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
研
究
棟
は
３
階
建
て
延
べ

床
面
積
２
４
４
１
平
方

。

有
機
材
料
の
合
成
や
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
内
で
の
製
膜
、
発

光
の
評
価
な
ど
を
行
え
る
設

備
を
導
入
し
た
。
学
生
、
院

生
の
教
育
や
研
究
に
も
使

う
。
有
機
化
学
と
電
気
な
ど

従
来
は
別
だ
っ
た
研
究
に
一

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
を
舞
台
に
し

た
人
材
育
成
も
始
ま
っ
て
い

る
。
文
部
科
学
省
の
補
助
事

業
「
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採

択
さ
れ
た
「
分
子
シ
ス
テ
ム

デ
バ
イ
ス
国
際
研
究
リ
ー
ダ

ー
養
成
お
よ
び
国
際
教
育
研

究
拠
点
形
成
」
で
、
現
在
は

２
年
目
。
研
究
能
力
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
両
方
を
身

に
付
け
、
産
業
界
で
即
戦
力

と
な
り
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
を
５
年
間
か
け

て
育
て
る
。
研
究
室
の
垣
根

を
越
え
た
チ
ー
ム
編
成
や
企

業
と
の
共
同
研
究
も
計
画
す

る
。

　
九
大
は

年
度
、
文
部
科

学
省
の
「
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｃ
Ｏ
Ｉ
　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｍ

」
の
拠
点
に
「
共
進
化

社
会
シ
ス
テ
ム
創
成
拠
点
」

が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は

年
後
の
日
本
社

会
が
目
指
す
べ
き
社
会
像
を

見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け

た
挑
戦
的
で
ハ
イ
リ
ス
ク
な

研
究
開
発
を
支
援
す
る
の
が

目
的
。
九
大
の
Ｃ
Ｏ
Ｉ

セ

ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
「
情
報
モ

ビ
リ
テ
ィ
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
担

当
す
る
。
具
体
的
に
は
車
の

計
器
類
の
表
示
装
置
を
含

む
、
次
世
代
情
報
表
示
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
の
開
発
に
取
り
組

む
。

　
科
学
技
術
振
興
機
構

Ｊ

Ｓ
Ｔ

は

年

月
「
戦
略

的
創
造
研
究
推
進
事
業

Ｅ

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
型
研
究

」
に
お

い
て
、
安
達
セ
ン
タ
ー
長
を

研
究
総
括
に
選
ん
だ
。
同
年

月
に
は
「
安
達
分
子
エ
キ

シ
ト
ン
工
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
ス
タ
ー
ト
。
有
機
Ｅ

Ｌ
を
基
点
に
次
世
代
の
有
機

光
デ
バ
イ
ス
を
開
発
す
る
。

生
体
シ
ス
テ
ム
の
光
化
学
・

電
子
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
新
し
い
発
光
デ
バ
イ
ス

の
開
発
も
目
指
す
。
研
究
開

発
は

年
３
月
ま
で
の
予
定

だ
。

　
産
学
連
携
は
地
元
に
も
広

が
っ
て
い
る
。
福
岡
県
は

年
度
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
研
究

棟
近
く
に
「
有
機
光
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
実
用
化
開
発
セ

ン
タ
ー

ア
イ
・
キ
ュ
ー
ブ

・
オ
ペ
ラ

」
を
完
成
し

た
。
建
物
は
２
階
建
て
延
べ

床
面
積
１
８
０
０
平
方

。

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
ほ
か
製

膜
試
作
室
、
パ
ネ
ル
の
特
性

や
寿
命
の
評
価
室
、
化
学
処

理
室
、
基
礎
物
性
評
価
室
な

ど
を
備
え
る
。
共
同
研
究
機

関
、
受
託
研
究
機
関
、
産
学

連
携
の
場
と
い
う
三
つ
の
機

能
を
持
つ
。
産
学
連
携
で
は

有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

産
業
化
研
究
会
を
組
織
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
交
流
を
広
げ
て
い
る
。

　
熊
本
県
で
は
有
機
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
産
業
の
振

興
に
産
学
官
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
協
力

関
係
に
あ
る
。


